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―
温
故
知
新
―

「
秦
野
の
１
０
０
年
企
業
」イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
特
集

　
当
所
で
は
、
秦
野
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
て
き
た
創
業
１
０

０
年
以
上
の
老
舗
企
業
を
、
会
員

の
皆
様
に
ご
紹
介
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
生
い
立
ち
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
伺
う
中
で
、
長
く
続

く
企
業
の
考
え
方
や
あ
り
方
を
知

り
、
未
来
に
つ
な
ぐ
ヒ
ン
ト
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
ご
紹
介
し
た
企
業

を
11
月
８
日
の
会
員
交
流
会
に
て

表
彰
し
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
皆

様
と
と
も
に
１
０
０
年
の
長
寿
を

お
祝
い
で
き
ま
す
と
幸
い
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
木
こ
り
だ
っ
た
初
代
の
中
村
豊

次
郎
氏
が
大
正
７
年
、
23
歳
の
時

に
創
業
し
た
の
が
始
ま
り
。
頑
固

者
で
声
が
大
き
い
人
だ
っ
た
と
伝

わ
る
豊
次
郎
氏
。
木
こ
り
か
ら
材

木
商
に
な
る
の
は
珍
し
い
が
、
目

利
き
能
力
が
非
常
に
高
く
、
周
囲

か
ら
一
目
置
か
れ
る
存
在
だ
っ
た

と
の
こ
と
。材
木
取
引
の
中
心
地
、

東
京
・
木
場
ま
で
買
い
付
け
に
出

か
け
、
川
に
浮
か
ぶ
丸
太
の
色
合

い
や
、
水
面
で
回
る
様
子
を
見
て

木
の
良
し
あ
し
を
見
極
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。
葉
タ
バ
コ
耕

作
全
盛
期
の
当
時
は
秦
野
に
も
20

軒
近
く
の
材
木
商
が
あ
り
、
活
況

を
呈
し
て
い
た
。
60
年
以
上
現
役

で
活
躍
し
、
昭
和
47
年
に
２
代
目

の
春
一
氏
に
引
き
継
い
だ
。
し
か

し
春
一
氏
は
身
体
が
弱
く
、
妻
の

セ
ツ
子
氏
が
事
業
を
手
掛
け
る
こ

と
に
。女
性
は
少
な
い
業
界
だ
が
、

理
不
尽
に
は
烈
火
の
ご
と
く
怒
る

気
の
強
い
方
で
、
自
ら
ト
ラ
ッ
ク

を
運
転
し
仕
入
れ
に
出
か
け
て
い

た
そ
う
だ
。

　
昭
和
53
年
に
は
３
代
目
の
昭
氏

が
後
を
継
い
だ
。
生
活
様
式
が
変　

化
す
る
中
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
ベ
ニ
ヤ
板
な
ど
新
建

材
も
取
り
扱
う
よ
う
に
な
る
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
築
い
た
職
人

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

住
宅
建
設
や
増
改
築
の
事
業
に
も

取
り
組
む
な
ど
、
時
代
の
変
化
に

柔
軟
に
対
応
す
る
経
営
に
努
め

た
。
そ
し
て
平
成
26
年
か
ら
は
４

代
目
の
哲
男
氏
が
代
表
に
。
製
材

さ
れ
た
材
木
を
卸
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
要
望
に
応
じ
て
プ
レ
カ
ッ

ト
加
工
を
し
て
か
ら
納
品
し
た

り
、
設
計
士
と
図
面
を
見
な
が
ら

ど
こ
に
ど
ん
な
木
材
を
使
う
か
相

談
し
た
り
、
趣
の
あ
る
古
材
を
探

し
た
り
と
、
手
掛
け
る
仕
事
は
幅

広
い
。
現
場
を
見
て
判
断
し
、
現

場
に
材
料
を
納
め
に
行
く
た
め
、

神
奈
川
県
内
を
中
心
に
あ
ち
こ
ち

飛
び
回
る
毎
日
だ
と
い
う
。

大正７年創業 　中村材木店
『相談を受けたら、何としても応えたい』

100年企業には100年企業には
記念の盾が贈られる記念の盾が贈られる

深川木場の運河に浮かぶ木材（昭和23年）

４代目　
中村 哲男 氏

初代 中村 豊次郎 氏
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湯
川
瓦
工
事
は
明
治
時
代
、
現

社
長
の
湯
川
慎
一
郎
氏
の
曾
祖
父
、

安
太
郎
氏
が
城
下
町
小
田
原
で
創

業
。
武
家
屋
敷
や
神
社
仏
閣
な
ど

多
く
の
屋
根
工
事
を
手
掛
け
る
中

で
、
そ
の
腕
前
を
買
わ
れ
、
東
京

で
は
皇
居
の
修
繕
に
も
携
わ
っ
て

い
た
。
職
人
と
し
て
高
い
評
価
を

得
た
曾
祖
父
は
、
日
清
・
日
露
戦

争
の
徴
兵
も
免
除
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
２
代
目
の
勝
義
氏
は
大
正
12

年
生
ま
れ
。
当
時
秦
野
は
た
ば
こ

耕
作
に
よ
り
経
済
が
活
況
で
、
関

東
大
震
災
か
ら
の
復
興
需
要
な
ど

も
あ
り
、
秦
野
が
事
業
の
拠
点
と

な
っ
て
い
っ
た
。
瓦
は
日
本
三
大

瓦
で
あ
る
愛
知
県
の
「
三
州
瓦
」。

製
造
元
と
直
接
取
引
す
る
ほ
ど
大

量
の
瓦
を
施
工
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
規
模
が
拡
大
し
た
。

　
時
代
は
昭
和
、３
代
目
を
継
い
だ

父
、安
次
氏
は
、長
男
だ
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず「
安
太
郎
を
継
ぐ
」と
い

う
意
味
を
込
め
て「
次
」の
字
を
あ

て
て
名
付
け
ら
れ
た
。
瓦
は
重
く

て
足
を
大
き
く
上
げ
ら
れ
な
い
の

で
、
瓦
葺
職
人
が
使
う
梯
子
は
一
段

一
段
の
間
が
狭
く
な
っ
て
い
た
が
、

背
の
高
い
安
次
氏
は
普
通
の
人
が

８
枚
の
と
こ
ろ
12
枚
の
瓦
を
担
い

で
屋
根
に
上
が
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

明治創業 　㈲湯川瓦工事
『見返りは求めず、フットワークは軽く』

　

今
年
で
創
業
１
０
５
年
に
な
る

中
村
材
木
店
。
戦
災
や
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
困
難
な
時
期
も
、

家
族
経
営
で
手
堅
く
乗
り
越
え
て

き
た
。
事
業
が
１
０
０
年
以
上
続

い
て
き
た
秘
訣
を
哲
男
氏
に
尋
ね

る
と
、「
父
も
そ
う
で
し
た
が
、
何

よ
り
真
摯
に
仕
事
に
向
き
合
っ
て

き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
困
っ
て

い
る
お
客
様
、
こ
ん
な
木
材
が
欲

し
い
と
い
う
お
客
様
の
要
望
に
、

何
と
し
て
も
応
え
て
い
く
。
信
頼

と
信
用
を
積
み
重
ね
る
こ
と
を
一

番
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
」と
の
こ

と
。
一
か
ら
材
木
屋
を
始
め
る
の
は

大
変
、
地
盤
を
築
い
て
く
れ
た
先

祖
に
感
謝
し
て
い
る
と
語
る
哲
男

氏
。
最
近
は
子
供
た
ち
も
仕
事
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
と
嬉

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

　

瓦
は
焼
い
て
作
ら
れ
る
た
め
、

工
業
製
品
と
違
い
一
枚
一
枚
微
妙

に
形
が
異
な
っ
て
い
る
。
屋
根
の

形
に
合
わ
せ
て
現
場
で
瓦
を
は
つ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
を
描
く
屋
根
に
ぴ
た
り
と

葺
く
た
め
に
は
高
度
な
技
術
が
必

要
だ
。
耐
久
性
の
高
い
針
金
の
巻

き
方
や
凝
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
軒
な

ど
代
々
技
術
を
伝
承
し
、
瓦
の
仕

事
は
順
調
だ
っ
た
が
、
安
次
氏
は

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
20
年
ほ

ど
前
に
板
金
職
人
を
雇
用
。
自
身

も
屋
根
板
金
の
技
術
を
習
得
し
、

少
し
ず
つ
板
金
工
事
も
手
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

現
社
長
で
あ
る
４
代
目
の
慎
一

郎
氏
は
大
学
を
卒
業
後
、
介
護
の

仕
事
を
経
て
、家
業
に
入
っ
た
。中

学
生
の
こ
ろ
か
ら
手
伝
い
は
し
て
い

た
が
、
３
年
前
に
思
い
が
け
ず
若

く
し
て
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
。

今
は
板
金
が
７
割
で
瓦
の
仕
事
は

全
体
の
３
割
ほ
ど
だ
が
、「
瓦
の
修

理
が
で
き
な
い
と
困
っ
て
し
ま
う
お

客
様
が
大
勢
い
ま
す
か
ら
」と
話

し
、
昔
の
資
料
を
読
ん
で
日
々
勉

強
し
て
い
る
そ
う
だ
。
神
奈
川
県

内
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
や
山
梨
な

ど
広
域
か
ら
声
が
か
か
る
。
先
代

か
ら
の
付
き
合
い
の
取
引
先
も
多

（写真左）
昭和57年、泉秋寺（秦野市堀川）の瓦葺替え工事

（写真右）
棟を積み上げる２代目勝義氏

昭和55年頃　工場で遊ぶ哲男氏

４代目　４代目　
湯川 慎一郎 氏湯川 慎一郎 氏

フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
軽
く
現
場

に
出
向
く
よ

う
心
掛
け
て

い
ま
す
」と

楽
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ

た
。

い
が
、
商
工
会
議
所

の
青
年
部
の
つ
な
が

り
に
も
助
け
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
家

訓
を
訪
ね
る
と「
父

は
、『
貸
し
は
あ
っ
て

も
借
り
は
ね
ぇ
』が
口

癖
で
し
た
。
見
返
り

は
求
め
ず
人
を
助
け

て
い
た
父
に
習
い
、
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秦
野
市
最
大
の
観
光
イ
ベ
ン
ト

「
秦
野
た
ば
こ
祭
」が
９
月
23
日

（
土
）・
24
日（
日
）に
開
催
さ
れ
、

35
万
９
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場

が
あ
っ
た
。

　
当
所
観
光
飲
食
部
会
で
は
、
秦

野
橋
北
側
広
場
に
設
置
さ
れ
た

「
名
水
ジ
ビ
エ
パ
ー
ク
」に
て
、
秦

野
産
ジ
ビ
エ
を
使
っ
た
料
理
や
、

小
物
類
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
を
出

店
。
あ
わ
せ
て
、
ジ
ビ
エ
に
関
す

る
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
20
代
～
80
代
の
60
人
か
ら
回

答
を
得
た
。

　
「
ジ
ビ
エ
」と
い
う
言
葉
を
知
っ

て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て

は
、
全
て
の
人
が
「
知
っ
て
い
る
」

「
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
」と
回
答
。

認
知
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
る
。

　
ま
た
、
ジ
ビ
エ
を
「
食
べ
た
こ

と
が
あ
る
」と
答
え
た
53
人
の
う

ち
、
51
人
が
「
再
度
食
べ
て
み
た

い
」と
回
答
し
た
。

　

当
所
で
は
、11
月
27
日（
月
）に

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
」を
活
用
し
た
店
舗
集

客
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　
国
内
の
ス
マ
ホ
ユ
ー
ザ
ー
が
最

も
使
う
地
図
ア
プ
リ
「
グ
ー
グ
ル

マ
ッ
プ
」。多
く
の
店
舗
は
グ
ー
グ

ル
マ
ッ
プ
に「
す
で
に
載
っ
て
い
る
」

が
、
間
違
っ
た
写
真
や
古
い
情
報

が
載
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。ま
た
、事
実
と
異
な
る

悪
い
口
コ
ミ
が
あ
る
と
、
新
規
客

の
獲
得
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
に
し
か

な
ら
な
い
。逆
に
、「
地
名
＋
キ
ー

ワ
ー
ド
」で
検
索
し
た
際
に
、魅
力

的
で
正
確
な
情
報
が
表
示
さ
れ
、

口
コ
ミ
に
返
信
す
る
こ
と
で
お
店
の

雰
囲
気
や
考
え
方
な
ど
が
し
っ
か

り
伝
わ
れ
ば
、大
幅
な

見
込
み
客
の
増
加
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
無

料
で
簡
単
に
使
え
る
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
基
本

を
学
ぶ
ほ
か
、
希
望
者

は
後
日
講
師
に
よ
る
個

別
相
談
も
受
け
ら
れ

る
。
詳
細
は
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ジ
ビ
エ
の
イ
メ
ー
ジ
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
珍
し
い
、
珍
味
」と
回

答
し
た
人
が
40
人
で
最
も
多
く
、

次
い
で「
う
ま
み
が
あ
り
、
お
い

し
い
」が
36
人
、「
高
た
ん
ぱ
く
低

カ
ロ
リ
ー
で
ヘ
ル
シ
ー
」が
30
人

と
続
い
て
い
た
。
一
方
で
、「
肉

が
固
い
」「
臭
み
や
癖
が
あ
り
そ

う
」と
い
う
回
答
も
そ
れ
ぞ
れ
15

人
あ
っ
た
。

　
ジ
ビ
エ
普
及
の
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
提
供

す
る
飲
食
店
を
増
や
す
」41
人
、

「
手
ご
ろ
な
価
格
で
購
入
で
き
る
」

が
40
人
と
多
か
っ
た
。
観
光
飲
食

部
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
今

後
の
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
る
。

秦野商工会議所会員交流会
ぜひご参加ください！

特別講演
黎明期を切り開く
～時代を牽引する事業展開力～
【講師】中村 朱美 氏　　（株）minitts 代表取締役

　当所では、11月８日（水）
に第５回会員交流会を開
催します。新たな出会いや
異業種間の情報交換が図
れる絶好の機会として、皆
様お誘い合わせの上、ぜひ
ご参加ください。

飲食店の働き方革命！
１日100食限定でフードロスゼロ
「ガイアの夜明け」等に出演

豪華賞品が
あたる！
大抽選会も
あります

詳細・お申込は
こちらから

（締切：10/25）

ジビエ「また食べたい」85％
第76回秦野たばこ祭　ジビエ消費者アンケート

Web集客セミナー参加者募集！
無料の「Googleビジネスプロフィール」で

店舗の魅力を発信＆口コミ対応を

職
務
執
行
者
変
更

（
株
）極
東
窒
化
研
究
所武

田 

康
秀 

氏　

１
号
議
員

にぎわう名水ジビエパーク
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　今回は、渋沢駅南口から徒歩２分、踏切近くの「割
烹居酒屋　灯り」をご紹介します。
　代表の安藤氏は、小田原市の出身。高校卒業後和食
の料理人となり、箱根や御殿場のホテルで27年間経験
を積み重ね、料理の道を究められた。
　いつかは自身の店を持ちたいと思っていた安藤氏
は、昨年、念願のお店を開店した。屋号は「灯り」。
お客様の心の中に灯りをともすような料理屋にしたい
との想いが込められている。
　暖簾をくぐり店内に入ると、木の温もりを感じる落
ち着いた空間が広がる。客席は、カウンターのほか小
上がりもあり、お子様からご年配の方まで安心して料
理が楽しめると好評だ。貸切での小宴会も可能で、最
大16名程で利用出来る。
　メニューは、大きく3つのシチュエーションを意識
した構成になっている。一つは、企業の接待や、団
体などの会食向きの「おまかせ会席料理８品」、お好
みのお酒をメインに楽しみたい方には「お気軽おつ
まみ料理5品」、家族で楽しむなら子どもも食べられ
る「季節の一品料理」があり、割烹居酒屋の屋号のと
おり、様々な形で利用できるのが嬉しい。一品料理
の中でも、絶妙な塩加減であっさりながらも上品な
味わいに仕上げられる「牛すじ塩煮込み」は、リピー
ター続出の人気メニューの一つだ。また、旬の食材
を仕入れる過程で、同氏のインスピレーションによ
り生み出される料理が “裏メニュー” として提供され、
その中で好評を得た「磯貝旨煮」は定番メニューにな
るなど、新たなメニュー作りにも余念がない。
　同氏は、「屋号にある “割烹” は一見敷居が高く感じ
られてしまうかもしれませんが、様々なシーンに合わ
せた料理を気軽に楽しめ、お子様連れの方も大歓迎の
お店なので、是非一度足を運んで欲しい」と話す。
　今後も、屋号に込めた「お客様の心の中に『灯り』
をともすこと」を永遠の目標とし、焦らずじっくり構
え、日々精進していきますと、力強く語っておられた。

割烹居酒屋　灯り
秦野市萩が丘1-4 スタープラザ1F

代表 安藤 隆 氏

『お客様の心の中に灯りをともす』

〈 Part 450 〉

☎︎ 0463-86-6712
【営業時間】17：00～23：00

ラストオーダー 22：00
【定 休 日】毎週月曜日、第二日曜日



会議所ニュースにお店・会社のチラシを同封します！

はだの商工会議所ニュース
広告同封サービス

　お店や会社の広告チラシを会報「はだの会議所ニュース」に同封し、会員事業所、官公庁、関係機関など
にお届けするサービスです。製品・商品のPR、イベント告知等ビジネスチャンス拡大のための情報発信の
ツールとしてぜひご活用ください。
＜特長＞
毎月20日発行。タイミングに合わせてご利用いただけます。
一般的なtoB向けDMに比べ、高い開封率が期待できます。
発行部数　約2,700部
＜このような方におすすめ＞

企業・官公庁向けサービスや用品を扱っている。
事業者向けイベント・セミナーの集客を効率よく行いたい。
DMを独自に作るのは大変。手軽に送りたい。
信頼性の高い媒体に広告を出したい。
経営者に直接訴求したい。

会員
限定
会員
限定

広告サイズ 料金（税込）

A４判 ３３，０００円

A３判２ッ折 ５５，０００円

【お問合せ】
秦野商工会議所会員サービス課
☎ 0463-81-1355
※お申し込み締め切りは、発行の前月20日です

年末商戦にも！
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新 入 会 員 紹 介
（順不同・敬称略）

代表者等変更事業所
（順不同・敬称略）

㈱ニューウェーブ ▶ ㈱ニューウェーブ神奈川
代表取締役　富田　好克　→　南野　雅治

㈱NTT東日本-南関東　西湘営業支店 ▶ ㈱NTT東日本-南関東　神奈川西支店
支店長　泉　安理　→　丹治　淳子

渋沢建設㈱
代表取締役　望月　勝彦　→　唄　陽司

㈱創健
佐野　健　秦野市西田原
建設業

出張美容　ラパン
尾崎　和哉　秦野市東田原
サロンでの美容施術、出張での施術

出張による美容をメインで活動しています。出張美容ラパ
ンです。外出が困難な方も、美容室と変わらないクオリ
ティーを。

Marsa
望月　雅代　秦野市北矢名
WEB製作

「マーサ」はWebサイト作成チラシやパ
ンフレットなどの印刷物、SNSなど集
客のお手伝いをいたします。丁寧なヒ
アリングでお客様に寄り添います。

㈱アールヴォイス
田中　淳一　秦野市今泉
インターネットショッピングの運営

自社開発の猫用乳酸菌サプリメント「なつく
んの乳酸菌」を楽天市場・Amazon等で販
売しております。１日分で2500億個もの
乳酸菌が摂れる鰹節味の猫用サプリです。
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INFORMATION

●アスベスト対策の規制が強化

●�交通スリム化キャンペーンはだの

実施期間
　令和５年11月１日㈬～８日㈬

＜ご参加ください＞
　交通渋滞の緩和や地球温暖化防止
のために、昨年は延べ約1,645人の
方に取り組んでいただき、約2.8t／週のCO2削減効
果がありました。今年も積極的にご参加いただき、渋
滞とCO2の少ないスリムなまちにしていきましょう。

＜取組例＞
⃝マイカー利用の見直し
　⇒ 通勤・外出には、できるだけ公共交通や自転車・

徒歩を選ぶ。
⃝時差出勤・時差外出
　⇒ 通勤・外出で車を使うときは、できるだけ渋滞す

る朝夕の時間帯を避ける。
⃝交通環境への配慮
　⇒ 環境に負荷の少ないエコドライブに努めるととも

に、エコカーへの乗換えを検討する。

＜取組結果の報告にご協力を＞
　各事業所において、「実施結果報告書」を取りまと
め、ご提出ください。様式は下の二次元コードから、
実施結果報告書（事業所）をダウンロードできます。な
お、優れた取組をしていただいた事業
所は、「交通スリム化キャンペーン奨励
賞」として表彰します。

【実施主体】
　はだの交通スリム化協力事業所懇談会、秦野市
　事務局：秦野市都市部交通住宅課
　☎ 0463-82-9644

　令和５年10月１日着工の工事から、建築物の解体
等の作業を行う際は、有資格者によるアスベスト事
前調査が義務化されます。対象には解体工事のほか、
建物の模様替えや修繕等の改修工事、建築設備の取
付・取外し・修理等の工事も含まれます。

事前調査を行うことができる者（必要な資格）
⒈ 建築物石綿含有建材調査者講習を修了した者
　 ⃝特定建築物石綿含有建材調査者
　 ⃝一般建築物石綿含有建材調査者
　 ⃝一戸建て等石綿含有建材調査者
　　（一戸建て住宅・共同住宅は住戸の内部に限定）

⒉  令和５年９月30日以前に一般社団法人日本アスベ
スト調査診断協会に登録され、事前調査を行う時
点においても引き続き登録されている者

資格を取得するには？
　事前調査のために必要な資格
を取得するには、登録講習機関
が実施する「建築物石綿含有建
材調査者講習」を受講し、修了
する必要があります。講習を開
催する登録講習機関は厚生労働
省のホームページ（https://www. 
ishiwata.mhlw.go.jp/course/）
をご確認ください。また、講習についてご不明な点は
登録講習機関に直接お問い合わせください。

【問合せ】会員サービス課　☎ 0463-81-1355

会費の口座振替が
より便利になりました！

令和４年より都市銀行や、ネットバンクのお
取り扱いも可能になりました。会費のお支払
いは便利な口座振替をぜひご利用ください。

＜会費納入のお願い＞
11月は第３期分の会費を
納めていただく月です
今年度第3期分会費の口座振替は
11月17日（金）となります。

秦野商工会議所からのお知らせ
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急激な人材不足対応には
“外国人人材の活用”をお勧めします
日系ブラジル人・ベトナム人・日本人、

の紹介・派遣になります

人材でお困りではないですか！！人材でお困りではないですか！！

株式会社サポートライフ
〒259-1321 神奈川県秦野市曲松2-1-38
 ライフプラザアティック2F
TEL：0463-88-9317  FAX：0463-88-9316
URL：www.spt-life.com

　　事業許可番号
一般労働者派遣事業（派）14-300078
有料職業紹介事業14-ユー300015
登録支援機関19登002940
全省庁統一入札参加資格取得発行番号
190829000043
神奈川入札認定番号129497
都城市競争入札参加資格取得（役務）

“トピックス”
技能実習制度は廃止となりました。今後は、人材確保
などを目的に労働者として中長期的な滞在を円滑に
し、働く企業の変更も一定程度認めるよう緩和する新
たな制度への移行を求めるたたき台を示しました。
今秋に、最終報告予定。

特定技能労働者とは（ベトナム人材）
最低3年間日本で技能実習生として実習経験があり
ますので、即戦力として就労可。また、3年間日本で生
活していますので、日本語
能力も問題ありません。
弊社は、特定技能労働者の
紹介に力をいれています。

技術・人文知識・国際業務（機械OP）ベトナム人材
平成29年度に就労要件緩和され機械オペレータとし
て就労可（NC旋盤・ロボット溶接・自動プレス機OP）

―広告―

専門指導のご案内
令和５年11月１日～11月30日

▪受発注相談
11月10日㈮（13：30～15：00）〔要予約〕
公益財団法人神奈川産業振興センター職員
＊ 当センターは、小規模企業者等設備貸与事

業(割賦販売・リース)も行っております。
▪法律相談

11月16日㈭（13：30～15：00）〔要予約〕
弁護士法人　小田原三の丸法律事務所
▪知財相談　

11月22日㈬（13：00～15：00）〔要予約〕
神奈川県知財総合支援窓口
▪DX・IT活用相談

11月24日㈮（13：30～16：30）〔要予約〕
NPO法人日本技術マネジメント協会
▪金融相談

11月29日㈬（10：00～15：00）〔要予約〕
㈱日本政策金融公庫小田原支店

※ 経営課題・税務等に関する指導をご希望の
方は、事前に地域産業振興課（☎︎81-1355）
にご連絡ください。 

【表紙の写真】秋のバラ（秦野市平沢）
日毎に気温が下がっていくことで花がゆっくりと開
くので、秋のバラは観賞期間が長く、多くの品種は
春より色が濃く咲きます。

秦野商工会議所事業カレンダー
お気軽にご相談
ください。　　☎0463-81-1355

令和５年10月
22日㈰ 第229回珠算検定試験
25日㈬ 知財相談
26日㈭ DX・IT活用相談

令和５年11月
８日㈬ 第５回秦野商工会議所会員交流会
10日㈮ 受発注相談

15日㈬〜16日㈭ 商業部会視察会（宮城方面）
16日㈭ 法律相談
19日㈰ 第165回簿記検定試験
20日㈪ 優良従業員表彰式
22日㈬ 知財相談

24日㈮ 建設部会視察研修会（山梨方面）
DX・IT活用相談

27日㈪ Googleビジネスプロフィール活用セミナー
27日㈪〜28日㈫ サービス部会親睦旅行（静岡方面）

29日㈬ 一日公庫　金融相談会


